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市民シンポジウムin長崎2014
～産業遺産、被爆遺構の保存と活用を考える～

14 : 00-14 : 25 

開会挨拶

来賓挨拶

プログラム

片蜂 茂 （長崎大学学長）

中村法道（長崎県知事）

開催趣旨説明 山下敬彦（長崎大学副学長）

0第一部基調講演長崎の産業遺産・被爆遺構の現状と課題

14: 30-15: 10 軍艦島の三次元計測（産業遺産）

松田浩（長崎大学大学院工学研究科教授）

15: 10-15: 50 被爆遺構の現状と課題（被爆遺構）

松尾隆（長崎原爆資料館被爆継承課長）

15 : 50-16 : 00 休憩

0第二部パネルデ、イスカッション（官民一体となった保存と活用を考える）

16 : 00-17 : 20 

｜コーディネーター｜ 高橋和雄（長崎大学名誉教授）

｜パネリスト｜

産業遺産・被爆遺構と長崎市

田上富久（長崎市長）

歴史的建築物の保存のためのひとづくり

鉄川進（（有）鉄川進一級建築士事務所代表取締役）

地方のインフラは誰が守っていくのか～軍艦島の三次元計測を通して学んだこと～

松田浩（長崎大学大学院工学研究科教授）

遺産や遺構とまちづくり～次世代への継承のために～

安武敦子（長崎大学大学院工学研究科准教授）

1 7 : 20-1 7 : 30 

閉会挨拶調漸（長崎大学学長特別補佐）
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